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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・2019年度医療福祉学会開催について

日程：2019年11月3日（日）

締め切り：PPT：10月18日（金）

提出場所：教育委員会→2019年度教育委員会→2019医療福祉学会

 　　　　　→PPT→各領域

・インフルエンザの予防について

　インフルエンザ流行の兆しがあるので、ミーティングで利用者様に注意喚起及び手洗いの励行、熱感等の体調不良時には早目にスタッフに申告して頂く等を伝え、インフルエンザの予防に努めていく。
・障害者合同面接会について
　10/10（木）プラザホテルアーバンホールにて実施。
　ハローワークに事前登録が必要になり、締切が9/20（金）ハローワークへ申し込みが必要。

・ジョブガイダンスについて

　10/4・11（金）14時～15時で実施予定。内容は前年度と同様である為、前年度参加していない利用者様にも参加を促していく。終了後に10分程度の個別相談は2名まで対応可能。
・看護学生実習について

　八戸学院短期大学：10/2（月）・10/9（月）、10/25（金）

　千葉学園：9/25（水）

・OT実習について

　10/11（金）2名　10/18（金）2名　蕨野・石田が対応する。

・PSW実習について

　9/23（月）～10/5（土）　月～金は青陽館、土は外来。

・医療法に基づく立ち入り検査

10/25、八戸市保健所

・実地指導

10/29、青森県

＜重要事項＞
立ち入り検査・実地指導に向けて書類等の確認を各自の担当利用者分に抜けが無いかチェックしていく。期限は9/30（月）。
【チェック項目】
⇒各担当利用者様分の疾患別診療計画書（10月分）、7月～10月の日報の誤字脱字チェック

⇒日誌の出席日と電子カルテの出席日の突合、利用日のDｒの診察の確認

デイケア　　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　鳥谷部　　　　　７月　石田　　　　　　　７月　藤田

８月　鳥谷部　　　　　８月　石田　　　　　　　８月　藤田

９月　馬場　　　　　　９月　蕨野　　　　　　　９月　藤田

１０　馬場　　　　　１０月　蕨野　　　　　　１０月　藤田

⇒日誌の誤字脱字の確認

デイケア　　　　　　デイナイトケア　　　　　ショートケア

７月　石田　　　　　７月　戸賀沢　　　　　　　７月　蕨野

８月　石田　　　　　８月　戸賀沢　　　　　　　８月　蕨野

９月　蕨野　　　　　９月　戸賀沢　　　　　　　９月　蕨野

１０　蕨野　　　　１０月　戸賀沢　　　　　　１０月　蕨野

　　

＜研修案内＞

・第4回　法人研修
　日　時：10月1日（火）17:30～18:30
　場　所：メモリアルホール
　テーマ：｢成年後見人制度と人権擁護｣
　講　師：たいよう総合法律経済事務所　小西　秀明氏
ビデオ研修：10月3日（木）17：30～
　場所：メモリアルホール
・こころすこやか財団講演会

日　時：9月28日　(土) 13：30～
場　所：こころすこやか会館　八戸市尻内島田14-1
テーマ：障害者の存在が健全で安らかな社会を作る
講　師：阿部　芳久氏
定　員：60名程度
締　切：9月16日(月)
参加費：無料

・日　時：9月　26日（木）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：処遇制限 
対　象：全職員
講　師：高橋ＳＧＭ

・日　時：9月　30日（月）16：30～17：00
場　所：2階　会議室
テーマ：セルフケア・アセスメント
対　象：全職員対象
講　師：木村 ＪＧＭ

＊参加しやすいように時間設定を変えているため、新人職員は出来る限り参加すること。

薬剤耐性対策臨床セミナー
日　時：10月　12日（土）14：00～17：00
場　所：地方職員共済組合　ラ・プラス青い森　２Fメープル
青森県青森市中央１-１１-１８ 
テーマ：AMR対策臨床セミナー
対　象：先着120名　参加費無料 
問い合わせ：個別申し込み又は佐藤AOM
＜各委員会から＞
・感染対策管理委員会より
　10月～11月初旬でスタッフのインフルエンザ予防接種実施予定。利用者様に関しても追って連絡する。
接遇向上・苦情対応委員会より

・名札の付け方について服装規定を確認し、正しく付けるようにすること。
＜提出書類について＞
・疾患別診療計画書の医師評価が必要な方はDｒ毎の封筒を用意するので9/25までに提出
の事。
＜青明舎利用者様情報＞
[image: image1.emf]
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＜グループホーム入居者様情報＞

・淡路　智恵子様～妹様の入信している宗教のセミナーへ出席は継続している。兄様の遺

言で入信は禁じられていたことを振り返るも、「入信はしない」との返答を繰り返している。自身が信者と同様の行動をとっていることを理解できていない様子が見られる。

・繁名　和恵様　～9月20日伴内科受診。担当医より「電解質の薬は青南病院処方の物でも良い」と許可を頂いている。処方は前回同様の薬が1か月分処方されている。

・豊川　明男様　～隣室利用者の煙の訴えが頻回に聞かれている。行動化することは無いが、語気を強めて訴える様子も見られている。

・関　秀治様　　～9月20日処方薬の変更あり。レボトミン錠5mg（就寝前）が2T→1Tに減薬となっている。以降、不調はなく経過している。

・藤村　翔様　　～幻聴訴え頻回であるが、疎通性は良く、不穏な様子は見られていない。

・田名部　浩平様～9月17日、当院受診日であったが、本人受診していない。確認すると、残薬が1週間分あったことから受診日を勘違いした様子。18日に臨時受診し、1週間分の処方を受け取り、次回受診日である9月30日で薬が無くなるよう調整している。

・坂本　秀男様　～9月17日、通帳内に年金が支給されていることを確認しており、安堵されている。

・大下　伸治様　～11月に健診予定であり、先方から”当日朝は糖尿病の薬を抜くように”と指示を受けている。9月18日、主治医に相談しており、朝食前後の糖尿病の薬を抜き取り、それを昼食前後薬として服用するようにと説明がある。

· 10月・11月でグループホーム入居者の健康診断予定。

＜利用者様情報＞
デイケア
・夏堀　麗紗様～　本人より電話があり、先日近所の方に強引に誘われて、一緒に外出した際に父様と生活する方が金銭的に良いのではないかと言われ、パニック発作を起こしたと話している。普段から過干渉であり、叔母からも関わりを持たないようにと言われているが、断ると更に執拗になるのではないかと恐怖感があり、希死念慮もあると言う。何があっても自身を傷付ける事はしないように伝え、来所しスタッフと面談する事を提案するが、「泣いてしまいます。」と返答する。泣くことは悪いことではないと伝え、話を傾聴し近所の方とは何か口実を作り、断る方法もある事を伝えている。先週木曜日に訪問看護師へ相談し、翌日金曜日に臨時受診し保健師が介入する事になったが、まだ連絡がないとの事。週末と祝日が続いていた為、今週木曜日まで連絡がなければ訪問看護師へ伝える様に助言している。関係部署に情報提供している。
・繁名　和恵様～　定時になっても来所せず、連絡が無い為グループホーム世話人へ確認している。朝の訪問時に休養目的で欠席するとデイケアスタッフに話してあるとの事だったが、様々な身体不調を訴えていたと言う。こちらでは本人から欠席の事は聞いていない事を伝え、本人から電話を頂く事として終話。その後本人より電話があり、風邪を引き、咳が酷いとの事でデイケア欠席の希望があり、本日は欠席となる。
デイナイトケア

・古川　富蔵様　～青風荘より情報の提供があり。昨日夜の血圧測定時、BP174/106mmHgで再検でもBP163/81mmHgといつもより高く、本人様に体調確認行うと「いつもと変わらない」と返答聞かれたとのこと。今朝の測定ではBP138/50mmHgと通常通りの測定値であったとのこと。本日デイナイトケア来所後も体調不良の訴え無く祝日プログラムのDVD鑑賞や弁当の会食に参加している。
・吉田　キクエ様～青風荘より情報の提供があり。昨日夕食時、副食を１/２残食しており、本人様に体調の確認を行うと「体重が増えたから痩せないといけない」と発言が聞かれたとのこと。スタッフが食事は全量摂取し、おやつを減らしたり、運動量を増やすようにと振り返りを行うと。「分かった」と笑顔で発言があったとの事。本日のデイナイトケアでは、午前の運動療法に促し無しで参加し、ウォーキングやラジオ体操は行える範囲で実施している。昼食は祝日プログラムの出前弁当を全量摂取している。
・鈴木　真知子様～本日の来所時に、青山荘方向に歩いて向かっており、スタッフが追いかけ来所促している。本人様に理由を聞くと「実家に帰りたい、なんだか調子が良くない」と聞かれ、本人様希望にて9:00時頃、頓服薬服用している。服用後は通常通りコーヒーを飲んで過ごしていたが、9:30分頃１階に繋がる扉に向かっており、スタッフが声掛けすると苦笑いを浮かべながら「ちょッと出たかった」と聞かれている。その後は帰宅願望なく、ウォーキング、ラジオ体操に参加しているが、10:30分より下腹部に不快感があるとのことで11:30まで約1時間静養室を利用している。昼食は祝日プログラムの出前弁当を全量摂取しているが、昼食後薬摂取後再びスタッフに対し「パッとしない」と静養室利用の訴えが聞かれる。その際「一番上の姉の調子が良くないみたいで、心配、自分も仕事がしたい」等、普段聞かれることの無い言動が聞かれている。
ショートケア

特記無し。
